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マー スに集 結 しました。彼 らは長年 の労 働 によ って建 て

た家や納 屋,教 会 や公共 の建物,数 多 くの豊 かな農 園 を

後 に して きたので した。 そ の中 には暴徒 に殺 された愛 す

る人々 を ミズー リの地 に葬 って きた人 もい ま した。土地

を追 われ,無 一物 になった に もかか わ らず,ミ ズー リ州

か ら何 らの賠償 も受 け られ なか った彼 らは,つ い に合衆

国大統領 と議会 へ の請願 を決意 しま した。 そ して ジ ョセ

ブ･ス ミス とエラ イヤス･ヒ グ ビー が,ワ シ ン トンへ赴

いたのです。

ふた りは1839年10月20日 に馬 車で コマー ス を出発 しま

した。5週 間後 にワシ ン トンに到着 し,第1日 の大半 は

安宿捜 しに費 や し ました。ハ イ ラム･ス ミスあて の手紙

に｢こ の町 で一 番 安 い宿 を見 つ けた｣(｢末 日聖 徒 イエ

ス･キ リス ト教 会歴史｣4:40)と 記 されて い ます。

彼 らは当時の大統領 マー チ ン･ヴ ァン･ビ ュー レ ンを

訪 れ,実 状 を訴 え ました。 しか し大 統領 の返事 は｢お 説

は ごもっ ともですが,私 として は何 もして差 し上 げ られ

ません。 …… あなた方 に肩入 れ をす る と,ミ ズー リ州 の

票 を失 うで し ょうか ら｣(｢教 会 歴史｣4:80)と い うもの

で した。

ふた りは次 に議会 に訴 え ました。 数週間 がた ち,何 ら

満 足で きる返 事 も得 られ ない ままジ ョセブ は馬 で コマー

ス に帰 りました。 ヒグ ビー判 事 は後 に残 って請願 しま し

たが,結 局,議 会 は何 ら手 を打 たない と知 らされた だけ

で した。

1839年,ジ ョセ ブ･ス ミスが ワ シン トンで拒否 され て

か ら,教 会 と神殿 が称 賛 を受 けてい る1974年 ま での問 を

振 り返 る と,教 会 が政府職 員か ら敬 意 と信頼 を勝 ち得 る

に至 る まで,な ん と長 い道 の りを要 した こ とか と思 い ま

した。 これが ワシ ン トン神殿 で過 ごした数 日間,私 の胸

中 を去来 した思 いで した。

そ して この間 に は,さ らにい ろい ろな出来事 があ りま

した。1844年6月27日 の ジ ョセブ とハ イラム の死 とノー

ヴーの崩壊。川を渡 ってアイオ ワ準州へ向か う荷馬車の

長い隊列。1846年 春の雪 と泥にまみれた悲惨な野営地。

ミズー リ州ウインタークォーターズ。 さらにペス トや熱

病による多 くの犠牲者。請願には耳を貸さなかった政府

か らの召集礼状。 また,エ ル クホー ン川,プ ラット川,

スウィー トウォーター川,サ ウスパスを越え,ソ ル トレ

ーク盆地に至 る過酷な行進。東部や英国か ら長い道のり

を旅 して きた人々。手車 を引 きなが ら,ワ イオ ミングの

冬に倒れた人々。ユタの山あいの地で繰 り返 された雑草

との果て しない戦い。乾 き切った土地 に水を引 くための
かんがい

何キロにも及ぶ灌概水路。偏見か ら生 じた攻撃 と非難の

叫び。 この同じワシン トンで制定され,連 邦政府の保安
はくだつ

官が守る法の下での市民権の剥奪。 これ ら一つ一つの出

来事が積み重なって長い歴史 を作ってきました。

この厳 しかった時代が,今 や過去のものζなったこと

を神 に感謝 し,ま た試練 の炎の中にあっても,な お信仰
ささ

を保 ってきた人々にも感謝を捧 げたい と思います。私た

ちが今受 けているもののために彼らが払った代償の,な

んと大 きかったことでしょうかg兄 弟姉妹,私 たちはそ

のことを忘れてはな りません。 そのほかみずからの正 し

い生活によって,人 々からの教会への称賛の念 を築 き上

げて きた方々 にも感謝 してい ます。そして末 日聖徒 イ

ス･キ リス ト教会 に対する理解が増 し,評 価 と認識が広

く豊かになったこの良 き時代 を感謝 したいと思い ます。

初 めは好奇心でワシントン神殿を訪れた人が,帰 ると

きには目に涙をたたえていることもしばしばで した。こ

うした大勢の人々 と握手 を交わしながら,私 はそのよう

なことを考えていました。

しか し,これ らは概 して過去のことです。現在 と将来の

ことについて も幾つかの思いがあります。私は高速道路

を車で走 っていたあるとき,そ こを通る人な らだれでも

そうなのですが,樹 木の茂 る丘か ら天に向かってそびえ
せん

立つ主の宮居の輝 く尖塔 を,驚 異のまなざしで見上げま
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した。そのとき,心 にひとつの聖句が浮かんできました。

それ は,主 が山の上に立 って民 に教えられたみ言葉です。

｢山の上にある町 は隠れ ることができない
。また,あ か

ます しよく

りをつ けて,そ れ を枡 の下 にお く者 はいな い。 む しろ燭
だい てら

台の上において,家 の中のすべての ものを照させるので

ある。そのように,あ なたがたの光 を人々の前に輝か し,

そして,人 々があなたがたのよいおこないを見て,天 に

いますあなたがたの父をあがめるようにしなさい。｣(マ

タイ5:14-16)

今やワシントン神殿 ばかりでな く,全 会員が,隠 れる

ことので きない山の上 の町のような存在になっています。

私たちは名前だけの教会員が犯罪にかかわ り,モ ルモ

ンだ とことさらに報道 され るのに憤慨することがありま

す。ほかの教会の信者 なら何 も言われることがないのに

です。

しかしそれ は,あ る意味で私たち教会員に対する賛辞

とは言えないでしょうか。世間は私たちにより良い もの

を期待 してお り,た またまだれかがつ まず くと,そ れが

す ぐニュースに載 るのです。実に,私 たちは隠れること

ので きない山の上の町です。私たちが主の望んでおられ

るようになるには,実 際に｢王 国の神権者,聖 なる国民,

特異な民｣と ならなければな りません。｢そ れによって,

暗やみから驚 くべ きみ光に招き入れて下さったかたのみ

わざを,あ なたがたが語 り伝 えるためである。｣(欽 定訳

1ペ テロ2:9)

世 の潮流が このままの状態で進み(事 実変 わる気配 は

.一 向にあ りませんが),反 面私たちが予言者 の教 えに従

い続 けたならば,私 たちはますます世から注 目される特

異な民 となってい くでしょう。た とえば,家 庭の尊厳が

世の圧力に屈 して崩壊する一方で,も し私たちが信仰を

守 り続 け家庭を神聖なもの とす るならば,そ の立場 はさ

らに際立 って特異な ものとなってい くことでしょう。

また,性 の放縦 の風潮が広 まり続ける中で,1世 紀半以

上にわたり一貫 して教えられきた教会の教えは,ま すま

す特異に,ま た奇異 にさえ感 じられるに違いありません。

年々アル コール消費量が増 えて,薬 物乱用の問題が深

刻化 している世 の中にあって,1世 紀半以上の昔に主が

定められた私たちの立場 は,世 の人々にとってさらに風

変わ りなものとなってい くことで しょう。

政府が国民の要求 を一手に引 き受 けていこうとする動

きが強い中にあっで 教会の福祉活動の自立性 とその背

後 にある教義は,ま すます重要さを増 し加えてい くこと

でしょう。

安息日が買い物 と娯楽の日へと急速に姿を変えっつあ

る中で,シ ナイ山上で主の指をもって書かれ,近 代の啓

示でも強調 されたあの律法の教 えに従 う人々は,ま すま

す特異な人々になるに違いあ りません。

世にあ りなが ら世の ものとならない ことは,必 ずしも

容易なことではありません。私たちは,ま ったく自分た

ちだけでは生 きられ はしません し,そ れ を望んで もいま

せん。私 たちはほかの人々.と交わ らなければなりません。

そうしてこそ,親 切 もで き,人 にも好かれます。独善的

な気持ちや態度 をぬ ぐい去ることができます。 しかしそ

れで も私たちはみずか らの標準 を守 ることができるので

す。私たち は往々にして世 に染 まりがちです。現 に多 く

の者がそれに屈 しています。

1856年,末 日聖徒がおもにこのソル トレーク盆地で外

部 との交流 もなく暮 らしていたころ,あ る人々は自分た

ちが世の道に染まることはないと考えていました。 しか

しそのような考えに対 して,ヒ ーバー･C･キ ンボール

副管長 はこう答えています。｢兄弟たち,私 はあなた方に

言いたいb今 は平和なこの盆地にも間 もな くいろいろな

人が交 じり合って住み,神 の民の敵の顔 と聖徒の顔の区

別がむずかしいほどになる時が来るであろう。多 くの者

がふるいにかけられる時に注意 しなさい。やがて大変革

の時が来て,多 くの人が倒れ る時が来 る。試 し,試 み,
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試練がやって来 る。はたしてそれに耐 えられ るのはだれ

だろうか。｣(オ ルソン･F･ホ イ ットニー｢ヒ ーバー･

C･キ ンボールの生涯｣p.446)･

私はこの試練が どのような性質の ものか,は っきりと

は知 りません。ただ,そ の試練の時は今であり,世 の道

に従 うのではな く,い かに福音 た従 うか,そ の力 を問わ｢

れていると考えています。

私は決 して社会からの逃避を勧めているのではあ うま

せん。むしろ私たちには実業,科 学,政 治,医 学,教 育

そのほか価値ある建設的な仕事において,自 分たちの地

歩を固める責任 とチャレン2が 与えられているのです。

私たちはすべての人々に祝福 を及ぼすために,世 の仕事

においても,技 術や知性め面でひいでた者 となるべ く,

みずか らを訓練する義務があ ります。私 たちは1まかの

木々と共に働かなければな りません。 しか しそのために,

自分の標準 を放棄す る必要はないのです。

私たちは,指 導者の勧告に従 うならば,筆 庭 を本来あ

るべき姿に保つことができます。私たちがそうするな ら,

周囲の人々は敬意をもってそれを見,そ の方法 を知 りた

いと思うようになるでレよう。

私たちは国家の根幹を揺るがすポルノグラフィーやわ

いせつを売 り物 にする風潮 に対抗 してい くことができま

す。アルコール飲料 を避 け,そ の使用を規制する法律 を

定めるように立ち上がることもできます。そ うして,共

鳴する人々を見いだし,手 を携えて共に闘うこともで き

るのです。

私たちは困っている人々を政府の手に任せるのではな

く,自 分官身の手でもっと良い助けを与え,そ れによっ

て援助を受 ける側の人々の自立心 と自尊心 とを守ること

ができるのです。

私たちは安息日の買い物をやめることもできます。 ほ

かに6日 もあるというのに,わ ざわざ日曜 日に家具を買

った り,服 を買ったりする必要はありません。少 し気 を

つけて計画すれば,日 曜 日に食料品を買わないようにす

るζとな ど容易にできることなのです。

私たちが教会で教 えられているとれ らをはじめとする

様々な標準を守るならば,世 の多 くの人々は私たちに敬

意 を払い,自 分たちもそれが正 しい と認識 している原則

に従お チとす る力を見 いだす ことがで きるのです。
'イザヤの言葉 にこうあります

。｢多 くの民は来て言 う,
『さあ｣
.われわれは主 の山に登 り,ヤ コブの神の家へ行

､こう。彼 はその道 をわれわれに教えられる,わ れわれは

その道に歩 もう』 と。｣(イ ザヤ2:3)

私たちは妥協する必要はあ りません。妥協 してはな ら

ないのです。主がこの神権時代 にともされた明かりは,
r全
世界 を照 らす明か りとな ります。 また私たちの良い業

を見る人々 は天にいます御父をあがめ,私 たちが示す模

範に倣 ケようになるのです。

ま ずあなたや私が,そ してす飛ての人々が,家 庭や職

場,娯 業の場 にあって も人が仰 ぎ見,教 えを受ける山の

.､上の町のような人物 となり,地 の民が力 を得る国民の旗
.じるじとな らなければなりません。口

t

ホー ムテ ィー チ ャーへ の提案

1.ヒ ンクレー副管長 は,世 の潮流 が この ままの状 態で

進 む な ら,｢私 たち は ます ます世 か ら注 目 され る特

異 な民 となって い く｣と 述 べ ている。

2.世 にあ りなが ら世 の もの とな らない ようにす るの は,

決 して や さ しい ことで はない。｢そ れ で も私 た ちは

みず か らの標準 を守 る ことがで きる。｣

ザ3
.ヒ ン ク レー副管 長 は私 たちに課 せ られ てい る試練 に

つ いて述 べ てい る。 その試練 は どの よ うな もので あ

る と書 かれ七 い るだ ろうか。

4.人 々 の前 に光 を輝 かす ため に,ど の ような ことが で

きるだ ろうか。
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ベル トが福音 を聞 こうとしなかったのは,無 知 のため

でもあ りませんでした。ベルナル ト･レ フランツはその

知性 と受けてきた教育 と寛容な性格のために,だ れにで

も親切な心の広い人物だか らです。ベル トはオランダ政

府の税関吏 として働いているときに,上 司の娘で,ノ ラ

という名の知性 あふれるオランダ系インドネシア人の学

校教師 と出会い,結 婚 しました。最終的にはベル トは王

立オランダ海軍の海軍士官になりました。ベル トとノラ

はふたりとも語学の才能に恵 まれ,フ ランス語,ド イツ

語,オ ランダ語,英 語 に加 えて,イ ンドネシアの島々で

話 されているい くつかの言語 を話 します。 またふた りは

共に,神 の慈悲 とキ リス ト教 の原則 に対する信仰 を持 て

るように,子 供たちを育ててきました。

ベル トに とって大 きな障害 となったのは,正 しい宗教

と誤った宗教に対する彼 自身の確固たる信念で した。イ

ンドネシアにい るとき,ベ ル トはその土地特有の迷信的

な信仰や交霊術にあまり良い感情 を抱いていませんで し
こうまい

た。ベル トはもっ と高適な真理を探し求めていました。

一度仏教の僧侶にな ろうと考えたこともあ りましたが,

こ.の計画 は放棄 しました。僧侶になるには妻子のもとを

去る必要があったか らです。結局,妻 のイエス･キ リス

トに対する強い信仰 の影響を受 けて,彼 自身 も同じ信仰

を持つ ようにな りました。熱心に勉強 したおかげで聖書

にも通 じるようになりました。

ノラはひ とりでモルモン経を読み終 えました。またひ

とりで宣教師からレッスンを受 けていましたが,あ る家

庭集会の最後 に,と ても強 くみたまを受け,バ プテスマ

を受 けたいと思いました。 しかし,夫 の改宗 を待ちたい

という気持ちもありました。夫は夜遅 く,妻 が寝静 まっ

たもの と思い込 んで こっそりモルモン経を読んでいたの

です。小さな明か りをつけて,午 前2時,3時 ごろまで

読みふけり,翌 日は十分睡眠を取ったような振 りをして

いるこどが よくありました。 ノラは忍耐強 く夫の改宗を

待ちました。

ノラは第二次世界大戦のときに,待 つ ことを学びまし

た。彼女の夫が戦死 したもの と思えたのも無理か らぬ こ

とでした。危険をものともせずに武勇の誉れを立て,連

合軍最高指令部ならびにオランダ政府か ら数々の勲章を

受けていた勇敢 なベル トは,イ ギリス兵に交 じって日本

軍の陣内ヘパラシュー トで降下 したのです。イギリス軍

に雇われていたベル トの消息はその後途絶えて しまいま

した。4年 間まった く音さたのない夫 とはもう二度 と会

うことはあるまいと思いなが らも,ノ ラはふたりの幼い

子供たちを抱え,戦 後,イ ンドのボンベイ難民キャンプ

で露命 をつなぎました。

ところが1946年 のある日,ノ ラが数人の子供たちに勉

強 を教 えていると,ひ とりの男性が教室に入ってきて生

徒たちの後 ろに立 ったのです。ベル トでした。ベル トは

イギ リス軍 の任務 を受 けて,シ ンガポールに駐在 してい

たのです。彼はそこで国内の難民キャンプの リス トを捜

して来たので した。喜びに満ちた家族 との再会を果たし

た後,ベ ル トは新 たな任務を受けて今度は家族 と一緒に

セイロン(現在 のス リランカ)に 赴任 し,そ の後インドネ

シアに戻 りました。

ベル トはひそかにモルモ ン経を読み続けました。そし

て,隣 の部屋から聞 こえて くる宣教師のレッスンを聞く

までにな りました。 こうしてついに直接宣教師から話を

聞 くのを承諾 してか らは,と て も頑固な求道者 として知

られるようにな りました。あらゆる教義に関して聖書か

らの根拠を示すように絶えず要求 し,レ ッスンを1年 間

も続けたのです。

その間に,ノ ラと娘 のベルティーはバプテスマを受け

ました。ノラはその喜 びを親 しい人々に伝 えたくて,ニ

ューギニアにいる友人 たちに,加 わったばか りの教会 に

ついて手紙を書きました。 ところがす ぐ2,3日 後 に,

その友人たちか らちょうど同じ時期 に出した手紙を受け

取ったのです。手紙の中には,ニ ューギニアに住むある

漁師が海でモルモ ン経 という珍 しい書物 を見つけた と記

されていました。｢レ フランツ家の中でだれか この書物

とジ ョセブ･ス ミスについて知っている人 はいないでし

ょうか。これは確かに神の書物です。｣友人 の手紙にはそ

う書かれてあ りました。 この友人 たちは,オ ランダにい

る友 にあてて,モ ルモ ンについて何か知 る手掛か りはな

いか尋ねてきたので した。

友人たちの この願いはベル トに良い影響を与 えました。

ベル トは友人の言葉に耳 を傾けることを心得ていたから
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族の活動に招待 し,彼 らが どうい う人で,ど のように振

る舞うか,ま た どんなことをしているかを知 ろうと努め

ていました。

10,家 庭は忙 しいところだとい うことをわきまえている

これ らの家族は全員,家 庭,仕 事,学 校,教 会でいろ

いろな活動に参加 していました。世間か ら孤立したよう

な生活はしていませんで した。様々な活動 を通して互い

に助け合 うために働いていたのです。

子供たちは,大 抵ボーイスカウ トな どの家庭外の活動

のうえにスポーツやそのほかの学校活動にも参加 してい

ました。

11.働 く

これらの家族のほとんど全員が,子 供たちに家事 を分

日 い と質 え.ました。ほぼ全員の回答か ら,両 親

は子供の労働習慣 に関心 を向けていることがわか りまし

た。77パ ーセ ントの家族 は,子 供たちが家事を手伝 うと

答えました。家事 を担当する割合が最 も少 ないのは年上

の子供(帰 還宣教師の場合が多い)で,一 緒 に住んではい

ても,仕 事に出た､り,学 校へ行った りしていました。注

目に値するのは,60パ ーセン トの両親が子供たちは喜ん

で手伝いをすると言ったことです。 しかし,残 りの40パ

ーセントの家庭では,子 供たちに家事 をさせることが時

としてむずか しいということがわか りました。

子供の小遣いについては,43パ ーセ ントの両親が与え

ていましたが,57パ ーセントは与 えていませんでした。

これ らの家族では労働に対する価値観が強いのです。40

パーセント以上の家族が,お 金 をあげる場合にはそれに

見合 う労働を要求すると言い ました。大部分の子供 たち

はある年齢に達すると,ア ルバイ トとして家庭外でちょ

っとした仕事 をすると答 えました。

ある夫婦 は次のように語っていました。｢私たちは,ず

っと以前に愛し合 うようにな り,こ の世で も来世でも協

力 して働 く決心をしました。時には問題 もあ りましたが,

それらを解決するよう取 り組んできました。そして,月

日を重ねてい くうちに,よ り深 く愛 し合 うようにな りま

した。ほとん どの子供たちが思春期に入ると,非 常につ

らい経験をい くっか しましたが,何 とか切 り抜けてきま

した。私たちが互し〉に心か ら愛 し合っていることが子供

たちにもわかるのです肌私たちは何でも話 し合って,自

分の気持ちを相手 に伝 えるのです。そして一緒に祈 り,

家族 についていろい ろな計画を立てます。私 たちは主が

家庭 において も,子 供について も私たちのことを助 けて

くださると思?て い ます。｣

これ らの両親 は,立 派な家庭 を築 くことに重点 を置い

ています。皆,宮 分の弱点や短所を認 め,自 分が完全だ

と主張する人はだれ もいません。自分の家族が うまくい

っているのか どうかについても自信がないという人が多

いのです。彼 らはこう言います。｢孫が大 きくなるまでは

わか りませんよ。｣とはいえ,福 音の標準に従 うよう努め

ることが,生 活の基本であることに変わ りはないのです。

彼 らは,ま た,家 族 として一致 したいと望 んでいます。

今 までに述べた目標に忠実であろうとしている家族 は,

概 して幸せな結婚生活 を営み,充 実 した人生 を送ってい

るようです。□

*ウ ィ リ ア ム･G･ダ イ ヤ ー 兄 弟=ブ リガ ム'ヤ ン グ 大 学 経

営 学 部 名 誉 学 部 長,ブ リガ ム･ヤ ン グ 大 学 第1ス テ ー キ 部 ス

テ ー キ 部 長 。

フ ィ リ ッ プ･R･ク ー ン ズ 兄 弟:ブ リ ガ ム･ヤ ン グ 大 学 社 会

学 教 授,プ ロ ボ･エ ッ ジ モ ン ト南 ス テ ー キ 部 エ ッ ジ モ ン ト第

8ワ ー ド部 所 属 。

12.両 親が互いに愛 し助 け合 う

200の 家族すべてに,夫 婦間 には伝統的な役割分担が

あるとい う考 えをおおむね受 け入れる姿勢があ りました。

妻 も仕事を持 っている場合がかな りありましたが,ほ と

んどの場合男性が生活の糧を得ていました。女性 の第一

の責任は家庭の中にあると考 えられていましたが,子 供

を教 え,し つけるのは両親の仕事で した。
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ています。｢レッスンを受ければ,自 分の子供たちもきっ

と彼 らのような人間になれるだろうと思って,話 を聞い

てみることにしました。｣

宣教師が再び訪問 した ときか ら,家 族全員での レッス

ンが始まりました。中村兄弟 は当時のことを次の ように

回想 しています。｢宣教師が質問をすると,い つ もふた り

の子供のうちどちらかが必ず的を射た答えをした もので

した。私 と家内は子供たちがなぜ真理 に添った答えをす

るのかが不思議で した。私たちはよ く理解できずにあい
けんそん

まいな答えしか出せ ませんでしたからね。謙遜 な気持 ち

にな りました。子供たちが きちんと真理を理解している

ことに心を動かされたのです。｣

中村家族が特に感動 したのは,教 会が家族 をとても大

切 に考 えている点で した。｢家 族 は家庭生活の中で一番

大切 なものです｣と 中村兄弟は語 ります。｢宣教師からレ

ッスンを受 けることによって,家 族が もっと幸福になれ

たらと思いました。｣

1971年7月,中 村家族はバ プテスマを受けました。そ

の年の9月 には,中 村兄弟は初 めて心臓手術 を行なって

います。｢ま るで主が私の恐れ と不安 とを取 り除いて く

ださったかのようでした｣と 彼 は言います。｢もし心臓外

科医が救い主に対 して信仰 を持つならば,神 様か らいた

だいた特別な力をきっと感 じることでしょう。｣

中村兄弟 は教会員 としての生活が長 くなるにつれ,神

殿で結び固めを受け,そ の神聖な建物の中で主に仕 えた

い という気持 ちが次第に募って きました。その後1973年

(東京神殿が献堂され る7年 前)に は,中 村家族はカ リフ

ォルニアに行 き,ロ サンゼルス神殿で結び固めを受 ける

ことができました。

神殿へ向かう途中,危 うく飛行機 に乗 り損ねそうにな

ったり,ま た無事 に目的地 まで着 けるものか と不安 にな

ったりした ことがあ りました。 しかし安全 を願 う彼 らの

祈 りは聞き届けられました。中村兄弟は,そ の旅行が ど

んなに重要なものであったかを回想 しながらこう述べて

います。｢旅行から帰って くると,私 は将来妻 と共 に神殿
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人 が見 ていな くて も

マ リア ン･E･フ リ ン ト

リゾナ州の自宅 を後 にし,何 人かの親 しい友達 と

ア 楽しんだニュージーランドへの旅行は,ど の点を
取 ってもすばらしい経験で した。その中でひ とつ,忘 れ

ることのできない特別 な体験 をしました。私はその体験

を通して正直 の大切 さだけではな く,現 世で悔い改 める

ことの重要性 について も証 を強めることがで きました。

あと3日 後にはニュージーランドをたって,帰 国の途

に就 くという日のことでした。ホテルの駐車場で,私 は

自分の運転するレンタカーを別の車に接触 させてしまい

ました。ほとんど損傷 はな く,相 手の車のボディーの塗

装がかすかにはげた程度でした。それで も自分 の責任 と,

お金もわずか4ド ルしか残っていないことを考 えると,

気が重 くなりました。

夜 も遅かったので,事 故のことを知 っているのは私の

車に同乗 していた友人だけでした。 自分の部屋に戻 る途

中,様 々な思いが次か ら次へ と浮かんできました。
｢こ んなことはよ くあることだし,だ れ もいちいち気

にしてなんかいないわ。大きな傷 じゃないし,だ れが し

たのかもわか りっこない。第一,持 ち主が これをいいこ

とに塗装 を全部替 えようとして,･何 百 ドル も要求してき

たらどうしたらいいの。｣

私 は自分の部屋に入 るとす ぐにひざまず きました。 こ

のまま何 もしなくても構わない ということを示して くだ

さるように天父に祈ろ うと思ったのです。 ところが目を

閉じた瞬間,正 しくないことを天父に認めて もらうよう

に願 うことはできない,と い うことに気づいたのです。

その代わ り私はす ぐに,正 しいことを行なえるように助

けを祈 り求めました。

祈 りの答えを待つ までもなく,私 は自分が何 をしなけ

ればならないのか初めか らわかっていたのです。私は早

速立ち上が り,自 分がしたことと傷の箇所,そ して.自分

の部屋の番号 と,車 の持ち主 に連絡 を入れてほしい旨を

メモに走 り書 きしました。私 は駐車場 に出向いて行 って,

相手の車忙メモを挟んで きました。その晩はぐっす りと

寝ました。結果はそれほど問題ではないことがわかって

いたからです。何 とか適切 に対処で きるだろうという思

いが自分の中にあ りました。

翌朝,と ても感 じの良い男性が部屋の扉をノックしま

した。手にはメモを持っています。 この男性 は車 の傷 は

心配するほどのことではないと手短に断わったうえで,

むしろわざわざメモを置いていって くれた人がいたこと

に驚いて,う れしくなったと言って くれ ました。

｢本当にいいんですゐ㌔｣そ う言って,私 はしかるべ き

対処 をしたいと思っていることを伝 えました。その男性

は心配する必要はない と,も う一度私に念 を押 してか ら,

去って行 きました。

もし私がメモを置いていかなかったら,ど うなってい

た ことでしょう。私 は決 してその男性に償 いをすること

はできなかったでしょう。1カ 月後,家 族 とテレビで同

じような事故 について見た とき,私 は心の平安に加 えて

もうひ とつの報いを受 けたのです。

｢私がニュージーランドでしたことね。｣私 は夫に こう

言いました。夫 はすでにその出来事 をよく知 っていまし

た。

すると長女が私に何 をしたのか尋ねてきました。そこ

で,そ の出来事 は夜遅 くに起 きたこと,だ れ も見ていな

か ったのでそのまま部屋に戻 ってしまったことを私は率

直に説明しました。

す ると娘 は私の目をまっす ぐに見て,こ う言いました。

｢お母 さん,私,お 母さんがそんなことをす る人 じゃな

いって知っているわ。｣

娘が私に寄せていた信頼の言葉を聞いて,私 はニュー

ジーランドで過ちを悔い改められた ことに永遠に感謝す

ることにな りました。 もしかするとそれが,来 世ではな

く現世で行 なわなければならない悔い改め というものの

特徴なのか もしれ ません。私 は自分 の過ちを速やかに,

また,物 理的にも容易に償 うことがで きました。なぜな

ら相手 と相手の車が 目の前 に存在 していたので,私 は自

分が行 なう必要のあることをただ相手に尋ねさえすれば

よかったか らです。私はそれを実行 しました。

もし私が悔い改めを引き延ばしていたら,償 いができ

ないためにその過程 はもっと時間がかか り,も っとむず

か しい ものになっていたで しょう。私 は祈 りと熟考 を重

ねて,別 の道を取 らなければならなかったはずです。私

は自分の過 ちをす ぐに悔 い改めて,自 分 と自分の娘 を落

胆 させずに済んだ ことに感謝 しています。□

*マ リアン･E･フ リント姉妹=ア リゾナ州メサ西ステーキ

部アルマ第5ワ ー ド部所属。
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｢パ ン は幾 つ あ るか｣

ジャ ック･M･ラ イ ア ン

財政管理に関する主の教え

か歩簾備慧驚繋興∴糊饗
たがたが不正 の富について忠実でなかったら,だ れが真

の富を任せるだろうか。｣(ル カ16:11)こ れはすなわち,

この世の富を管理で きない者 に天の富を任せるわ けには

いかないという意味です。

主は,｢あ なたがたは,神 と富 とに兼ね仕 えることはで

きない｣(ル カ16:13)と 言っておられ ますが,私 たちが

主に奉仕する中で与 えられたものを賢 く管理す るか どう

かを見 るために,こ の世の物 も与えられました。財政管

理の方法については,聖 典に記 されている主のみ言葉や

模範を通して主 ご自身から学ぶのが一番適切だと思いま

す。

1.自 分 の所持 金 を知 る

自分が い くら持 ってい るか を常 に知 ってい るこ とは重

要です。｢少 ししか あ りませ ん｣と 言 う人 が い るで しょ

う。確か に,そ の とお りか もしれ ませ ん。 しか し,｢パ ン

と魚の奇跡 を思 い出 して くだ さい。救 い主 は,5,000人 に

食物 を与 えな けれ ばな りませんで した。 そ こで主 は まず,

弟 子 に,｢パ ン は幾 つ あ るか｣(マ ル コ6:38)と 尋 ね られ

ました。 もち ろん,足 りない こ とは ご存 じで したが,そ

れで も,パ ン5っ と魚2匹 とを数 えさせ たの です。私 た

ちに とって も,た とえ足 りない ことはわ か っていて も,

自 分 の所持 金 を正確 に知 るの は,状 況 を少 しな りと も改

善 し,今 持 ってい る もの を使 って今 後 どうす るか を考 え

るため に も必要 な こ となの です。

経 済的 に十分 な恵 み を与 え られ てい る場合 で も,主 は

賢 くや り くりす るこ とを望 んでお られ ます。群 衆 に食物

を与 えた後,イ エス は弟 子 たち に,｢少 しで もむだ にな ら

ない ように,パ ン くず のあ ま りを集 めな さい｣(ヨ ハ ネ

6:12)と 言 わ れ ま した。 マ ル コ は,そ の残 りを数 える

と,｢十 二 のか ごにい っぱい になった｣(マ ル コ6:43。

ヨハ ネ6:13参 照)と 記述 して い ます。 金額 の多 少 にか

か わ らず,私 たち は 自分 の資産 が正確 に どれ ほ どあ るか

を きちん と記録 してお く必要 が あ ります。

2.負 債の額 を知 る

負債のある人 は,そ の金額 を知 っているで しょうか。
｢あ まり多 くてわかりません｣と 言う人がいるでしょう。

確かにそうかもしれません。で も実際にどの くらいある

のでしょうか。正確な金額 を知 らなければ,ど のように

して返済計画を立てられるで しょうか。救 い主 は食物 を

数えあげた後,群 衆を正確 に数えて,100人 ずつ,あ るい

は50人 ずつ列を作 って青草 の上に座 らせました。手元 に

あった食物 より人々の数の方が はるかに多いことは確か

で したが,実 際にどの くらいの差があるのかを正確に知

るために,こ のようにされたので しょう。

救い主 はこの原則について,か つて次のように入念 に

説明しておられます。｢あなたがたのうちで,だ れかが邸

宅 を建てようと思 うなら,そ れを仕上 げるのに足 りるだ

けの金を持 っているかどうかを見るため,ま ず,す わっ
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ところが次の週,そ の羊飼いを訪ねるように との促 し

を感 じました。そこで今度 は昼間 トラックで向かうと,

羊飼いが,自 分で作ったかか しのようにじっと動かずに

老木のそばに立っているのに出会いました。手 には木の

つえを持ち,黒 の長いコー トを着ていました。彼は,私

たちが トラックを降 りて近づいて くるのを黙って見てい

ました。髪は白 く,目 は穏やかで,し わだらけの茶色い

顔 は無表情でした。

同僚 は宣教師になってか らまだ日が浅 く,ナ バホ語を

話せませんでした。私 もあまり上手ではあ りませんでし

たが,｢こ んにちは。あなたはどなたですか。私たちは宣

教師です｣と いうような意味の言葉 をナバホ語で言 って

自己紹介 しました。

羊飼いは私を見 ました。私がナバホ語であいさっで き

ることに感心した様子ですが,英 語で このように答 えま

した。｢私 はバプテス トです。あなた方の話 は聞 きませ

ん。私はバプテス トです。｣

言葉はぶっきらぼうでしたが,そ の言葉 の後 ろに何か

別の気持ちが感 じられ ました。言葉には表われな くとも

温かい歓迎の気持ちが伝わってきたのです。論議 はせず

にいろいろ話 してい くうちに,程 なくして また会いに来

ることを約束 しました。

その後,数 カ月間,た びたびこの老羊飼いを訪ね まし

た。彼ぱ羊を遠 くまで連れて行 くので,私 たちは車で丘

の頂上 まで行 き,遠 くを見渡 して彼を探 さな くてはなら

ないこともありました。この訪問はいつ も私たちにとっ

て貴重な ものでした。

彼の小屋は狭す ぎて,私 たち3人 が座 って話 をす る場

所はあ りませんで した。初めのうち トラックの荷台に座

って話 しました。あまりに寒い日は,ト ラックの運転席

に身 を寄せ合 うようにして話 したものでした。私はほん

の少 ししかナバホ語を知 らないし,彼 の英語 も私のナバ

ホ語 と同 じようなものだったので,訪 問はいつも長びい

てしまいました。私たちはお互いに教 え合い ました。私

が1本 の木 を指差 し,英 語でその名を言うと,彼 も同じ

木 を指差 し,ナ バホ語で言いました。お互いに新 し く覚

えた単語 を繰 り返 して言いました。少 しずつ私 はナバ ホ

語 を,彼 は英語 を覚え,こ うしてお互いに意思を伝 え合

えるようになったのです。

徐々に彼のことがわかってきました。彼の名は,ピ ー

ター･ワ レーで,そ の名 は,第 二次世界大戦中,ア メ リ

カ陸軍に従軍 した ときに与えられたものでした。何回か

訪問 した後,私 たちは福音を教え始めました。話 してい

ると,と て も強いみたまを感 じました。私のナバホ語 は

あまり上手ではありませんでしたが,私 の知 らないはず

のナバホ語の単語を使 うように,何 度 もみたまのささや

きを受 けました。言いたいことをはっきりと伝えること

はで きませんでしたが,ピ ーターは私の言っていること

が真実であるとわか った ようで した。

ピーターは大変伝統 を重んじるナバホで,い ろい ろな

ナバホのしきた りを教えて くれ ました。私 はあまりしつ

こく聞こうとはしませんでした。なぜなら,そ れはナバ

ホの社会では行儀の悪いことだと考えられていたか らで

す。私は質問することをやめました。すると,彼 は気の

向 くままに自分の生活について話 して くれました。

ピーターは,私 たちを川な ど,彼 の好 きな場所へ連れ

て行 って くれました。キツネやコヨーテが住んでいた穴

に案内 して くれた り,羊 の群れを追い集 める方法を教 え
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主はお入 りになることができません。救い主を受 け入れ,

みこころを行なって初 めて,私 たちはこれか らも正 しい

行 ないをしたいという望みを持ち続けることができるの

ですご

福音の第一の原則の中で欠 くことのできない部分 は,

｢望みの原則｣で す。すなわち,｢心 をつ くし,精 神 をつ レ

くし,思 いをつ くして｣(マ タイ22:37)神 と人 とを愛す

ることを望む心です。私たちは各々,神 のみ こころに添

った生活 をし,霊 性 を高めてイエスを生活の中心 に置か

なくてはな りません。そして｢神 の栄光 をまこころもて

仰ぎみて｣(教 義 と聖約4:5)毎 日の生活 を送 らなけれ

ばならないのです。

私たちの宗教において,ま た私たちのすばらしい教会

においては,年 齢の差が不一致を引き起 こす ことはあり

ません。むしろ永遠の原則が私たちを結び?け ているの

です。 これか ら人生を築 こうとしている若い皆 さん も,
しゆうえん

私 たちの ようにす で に終 焉 に近 づ いて い る者 と同 じ よ

うに,イ エス･キ リス トとその福音 に対 す る信仰 によっ

て導 かれ るこ とで し ょう。

聖典 に記 され てい る ように,キ リス トは,こ れ らの原

則 を大 変感 動的 な言葉 で 要約 され てい ます。｢ひ と りの

人が イエ ス に近寄 って きて言 っ た,『 ……永 遠 の生命 を

得 る ため に は,ど ん な よい こ とを した らい いで し ょ う

･か。』｣(マ タ イ19:16)

こ の ような問 いの答 えは,ど んな人 で も知 りたい と思

うで しょう。 また,そ の答 えを知 るために は自分 の持 っ

て いる もの を何 で も差 し出 そ うとす るで し ょう。 と りわ

け主 ご自身か ら答 えをいた だける場 合 に はなお さらで す。

主 は この よ うに答 え られ ま した。｢も し命 に入 りた い

と思 うな ら,い ましめ を守 りな さい。｣(マ タイ19:17)
』｢
も し命 に入 りたい と偲 うな ら｣と い う感 動的 な言葉 に

注 目 して くだ さい。命 に入 る,ま った くそ の とお りです 。

それ こそ,私 たちが皆,真 に求 めてい る もので はな いで

し ょうか。本 当に,こ のほか に求 め る ものが あ るで し ょ

うか。

｢い ましめ を守 る｣と は どうい うこ とか と尋ね られ
,イ

かんいん

エ ス は こう言 われ ました。｢殺 す な,姦 淫 す るな,盗 む

な,偽 証 を立 てるな。｣さ らに明確 です ば らしい勧告 が続

きます。｢父 と母 を敬 え。…… 自分 を愛 す る ように,あ な

たの隣 り人 を愛 せ よ。｣(マ タイ19:18-19)

これ 以 上 に光 栄 に満 ち た人 生計画 があ るで しょうか。

これ らの戒 めはみ なすべ て,悪 に対 して雄 々 しい戦 い を
ようさい

挑み,難 攻不落の要塞 を築 く力を与 えて くれます。また,

時間を最 も有効 に最 も価値ある方法で使 うことを教 えて

くれ,高 潔さや道徳的規範を守 り,模 範を示すのに役立

ちます。 これ こそ末 日聖徒が築 くことので きる人生なの

です。

ジョセブ･ス ミスの時代に,教 会員は家を造 るに当た

って,ど れ くらい長 く住 める家を建てるべ きか迷いまし

た。それまでにあちらこちらに転居 を重ねてきたからで

す。しか し,予 言者は会員たちに命 じました。｢永遠 にこ

こにとどまるつもりで建 てなさい。｣

教会の歴史を注意深 く調べると,私 たちは皆偉大な教

訓 を学ぶことができます。私たちめ教会が発展 してきた

のは,神 を信 じる私たちの信仰 と,強 くて献身的な指導

者たちが霊感を受けて私たちを導いて くれたおかげと言

えましょう。指導者たちは決 して安易な近道 を選ばず,

常 にイエス とその神聖な教えを生活の中心に据 えてきた

のです。

もし,私 たちが救い主に導かれ,ま た救い主のために

人生を築 くならば,最 高の材料 を使い,最 大限の努力を

惜 しまぬことでしょう。怠けずに勉強し,訓 練 を受 け,

勤勉,従 順であるはずです。設計図どお りに建て ようと

しなかった り,す ばらしい機会を与えて くれた恩人 を欺

いた りすることな どは考えもしないでしょう。崇高で堅

実な,自 分が受 けた信頼 に値するものを建てたいと思 う

に違 いあ りません。

そのような人生 を築 くときに,私 たちは自分ばかりで

な くほかの人をも祝福することになるのです。そして,

完成 の折 には,立 派な建物を目にすることでしょう。□
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フ ィリピン地震 の中で見 た奇跡

月16日,フ ィ リ ピ ン を襲 っ た 地

7 震は,ル ソン島北部の住民に と
って大惨事 となった。 しか し地震以来

随所で見 られる奇跡 と祝福 は,天 父か

らの子 らに対する愛 の証 と言えよう。

フィリピン･バ ギオ伝道部のロバ ー

ト･D･ス コ ット伝道部長 は現地の状

況 を,チ ャーチニューズ との電話イン

タビューにおいて次 のように説明 した。

｢地 震 に襲 われて以来
,数 え きれ な

いほど多 くの奇跡が起 きてい ます。主

が私たちを見守 って くださるとい うこ

とが身 にしみてわか りました。……地

元の指導者たちも適切に対処 していま

す。教会の敷地 は教会員であるなしを

問わず住民の避難所 に使われてい ます。

教会堂の外では避難 して きた人たちが

当座 をしのぐためにテン トを張 ってい

ます。 自分たちの家 にいるよりも教会

の敷地内にいる方が安全 に思 うようで

す。｣

救助隊は引 き続 き崩れ落ちた建物や

土砂の中から遺体の発見 に努めている

が,教 会員の死者は5人 にとどまって

いる。

7月16日 に起 きたマグニチ ュー ド

7.7の 地 震は,半 径160キ ロの範 囲に影

響 を及ぼ した。中でも被害が最 も大 き

かったバ ギオ,ダ グパ ン,ア グーは こ

の伝道部 の管轄下にある。

フィリピン･ミ クロネシア地域会長

である七十人第二 定員会会員 ジ ョー

ジ･1･キ ャノン長老は,地 震が起 き

て以来2週 間の間に見 られた人々の献

身的な奉仕 と英雄的 な行為にまつわ る

話 をい くつか語 った。

｢あ る監督 が言 うには
,す べての集

会の出席者がかな り増えているそ うで

す。それは多 くの人が教会に戻 ってき

たか らです。ある集会で,賛 美歌 『恐

れず来たれ,聖 徒』 を歌鱒,会 衆が声

をそろえて 『すべてはよし』 と歌 う姿

には,実 に力強い精神があふ

れていました。｣

地震 当時バギオ市内にいた

1濠{慧曝ド
ついて,次 のように語 った。

パラクサ副ステーキ部長 は,

家 族を捜すために約20軒 の倒

れ た木造2階 建 て住宅周辺 を.芦 嚇､

捜 索 した。 自分の祖母 を見 つ

けることがで きるようにと祈

傷欝鑓濃巖 一
彼 は,霊 感 により息子 と孫娘 暁噸､

も探 し当てた。また2時 間 も

がれ きの下 に埋 もれていた会･

員 を救い出した。

地域 の協力 もあ り,バ ギオ

ステーキ部セ ンターでは無料

の食事が用意 された。扶助協会の姉妹

たちは,150人 分 のスープが作れ るな

べ を22個 用意 し,教 会員であるなしを

問わず地震 のため避難 している人々に

スープを配 った。

島はちょうどモンスー ン期に入 り,

雨 の降 る寒 い日が続いている。人々は

風雨にさらされ,体 調 を崩 していると

フィリピン6ミ クロネシア地域 の地域

監督,テ リー･ス パ リーノ兄弟 は述べ

た。そこで,フ ィリピン･マ ニラ伝道

部 は医師や看護婦の資格を持つ宣教師

数名で構成 された医療チームを派遣 し,

約1,000人 に風邪やイ ンフルエ ンザの

注射 を行なった。 また,下 痢,腸 チフ

ス,肝 炎の薬 も供与 された。

教会役員 は最 も大 きな被害に遭 った

ム ノスのステーキ部セ ンターの損害額

を算定 中であ るが,お そ ら く修 復 に

。,甑1懲齢

､畢 罫
r騨

〆

轟畷 無.

(上)ア グーの教会堂前で会員たちを

励ますジョージ･1･キ ャノン長老。

繰覇御錺磐1警議蟹筆穿
パークホテル前の建物。

75,000ド ル(約1千 万円)以 上はかか る

であろう,と スパ リーノ兄弟は述べた。

ア リンゲイにある2階 建ての教会堂

は余震の影響 のため閉鎖 されたが,何

カ月も使用不可能な建物 はムノスのス

テーキ部 センターだけである。ほかに

約15の 教会堂が軽い被害 に遭 った もの

の,1週 間以 内には会員が集えるよう

になるであろう,と スパ リーノ兄弟 は

述べ た。

民間防衛担当軍支局の発表 によると,

地 震に よる死者 は7月30日 現 在1,641

人 で ある。(｢チ ャーチニューズ｣1990

年8月4日,p.3)
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再組織 された

東京西ステーキ部長会

灘

懸

嚢
蜜

ー 裁
糊
騨

難

去 る7月15日 に開かれた東京西ステ

ーキ部大会 で
,1984年6月 か らステー

キ部長の責任 を果た してこられた宮脇

荘司兄弟が解任 され,新 たに品川文弘

兄弟(写 真中央)が 召 されました。第一

副ステーキ部長,第 二副ステーキ部長
てつ

には,児 島吉彦兄弟(写真左)と高橋哲
お

郎兄弟(写 真右)が 召 され,そ の任 に当

たります。

福音の もた らす

祝福によって成長する
東京西ステーキ部

ステーキ部長

品川文弘

｢,の 人生で最 も大切な責任を果
｣た すときに家族が幸せで,健

きずな

康であ りま す ように。 また,家 族の絆

が一 層,堅 固な もの とな ります よ う

に。｣

アジア地域会長会 のア ドニー･Y･

小松 長老 はステーキ部長の召 しの中で

このような祝福 を残 して くださいまし

た。

大学1年 の時に,新 聞のローカル記

事の中にあった無料英会話 の紹介 を目

にして,当 時動物園の前 にあった福岡

支部 を訪れ,福 音 を学ぶ ようにな り,

諦
バプテスマ を受 けたのが,1967年 の4

月 でした。

そして,1974年4月,同 じころに英

会話 に来 て改宗 した姉妹 とハ ワイ神殿

で結婚 し,福 音の原則 に基づいた家庭

を築 けるよう努力 してきました。ある

時;教 会 の指導者か ら,｢人 生で成功す
かぎ

る鍵 は,家 庭,教 会,仕 事 の3つ のバ

ランスを上手 にとった生活 をすること

です｣と 教 えられ,い ろいろな選択を

す るとき,こ の原則に基づいて判断 し

てきました。

時には,こ のバ ランスを崩 して,仕

事 に夢中になったこともあ りました。

また最初に監督の召 しを受けたときに

は,教 会,教 会で,後 日妻から,離 婚

も考えていたと言われるほど家族 を顧

みる余裕 もな く,教 会活動に没頭 した

時期 もあ りました。人 が順調 に成長 を

遂 げることはなかなかむずかしい よう

です。

特 に,日 本 の多 くの教会員たち と同

じように,福 音への改宗者である私 は

頭ではわかっていても,今 ひ とつ しっ

くりせずに,つ い よそよそしく振 る舞

ってしまい,身 に付 いた行ないがで き

ずに悩んだこともよくあ りました。そ

の ような ときに,折 に触れて,立 派な

兄弟姉妹や指導者の方々 ど出会 い｣多

くの援助 を受け られたの も私たち家族

聖徒 の道/1990年II月 号

4

にとって大 きな恵みで した。

また,仕 事のこと,生 活 のこと,子

供 の病気,肉 親 との別れなど,こ の世

での試 しもた くさんあ りましたが,そ

れが私たちの成長に とって,い びつで
ゆが

歪んだものとな らずに,成 長の糧 とし

て ここまでやってこれたの も,多 くの

人々の助けと,何 よりも福音の もた ら

す祝福があったか らだ と深 く感謝 して

います。

2年 ほど前 に,ホ ームティーチング

の割 り当てを受けていた家族がお墓 を

奉献 するということで,そ の祈 りを頼

まれたことがあ りました。なに しろ初

めての経験で,下 書 きをして準備 し,

何 とか責任 を果たす ことができました。

その とき同席 されていた親戚 の方が後

でこう言 ってお られ ました。｢品 川 さ

んがお祈 りの中でよ く使 っていた 『祝

福』 という言葉 は,ク リスチャンらし

い,す ばらしい言葉ですね。｣

｢お よそ
,わ が言葉 を聞 く者 よ,わ れ

なんり よろこ ダ

汝 らを悦 ゲてすべての祝禰 こ勝 る大い

なる祝福 をこれ に与 え 〔る。〕｣､(教義 と

聖約41:1)

私 は,こ のステーキ部 内に住 む教会

員の方々が主の祝福 を受けて,福 音 の

喜びが得 られ るように奉仕で きたらと

願ってい ます。 また,主 が望んでおら

れ るような祝福が授 けられるよう精進

し,常 に自分 自身 を磨いていきたい と
あ

考 えてい ます。｢人 類が現世 に在 るの

は幸福 を得んためである。｣(IIニ ー フ

ァ イ2:25)(し な が わ･'3､み ひ ろ

1947年 生 まれ)
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品川文弘兄弟とこ家族





神殿,私 に下 さった

主の恵み

東京東ステーキ部松戸ワード部

山田 明

65年7月,高 価 な服 装 で は な い

19 が,希 望 と喜びに満 ちたグルー
プがホノルル空港 に降 り立 ちました。

ほとん どの人が海外旅行 は初めてで し1

た。家 もまだ貧 レく,旅 行 の規制 も厳

しく,内 心不安は感 じていたで しまう.

が,人 々の顔 は輝 き,救 いの原則 の中

で最 も大切な主の恵みを待 ち望んでい

ました。結婚 したばか りの兄弟 と永遠

に結 ばれるため,ま た先祖 の救いの儀

式 を自分 の手で受けるために私 もその

晶団に参加 していました
。日本の教会

員が待ち望んでやっと実現 した神殿参

入 は,時 を忘れ させ,満 たされた,平

和な夢のような,神 を身近に感 じられ

る日々でした。 またハワイの会員 たち

の献身的な愛 を受 けて,悲 しい時代の
いや

苦難が癒 され,平 安 を取 り戻 して帰 る

ことができました。

主の来 られる宮居,生 者 と死者 を結

ぶ所 を建てるよう,ジ ョセフ･ス ミス

に啓示されて以来,多 くの神殿 が建て

られて きました。 どうして も日本 に神

殿が欲 しい,た びたび参入 したい と多

くの人が願い続 け,貧 しい中か ら基金

を納 め,世 界中の会員の助 けによって,

第1回 のハワイ神殿訪問の日か ら15年

の月日の後に東京神殿が完成 しました。

ハワイやソル トレー クの神殿 に参入 し

たときやさしい笑顔で私たちを助 けて

くださった姉妹たちのように,私 も神

殿の奉仕の業 に召されたのです。 その

ころか ら少 しずつ体調 のす ぐれぬ私に,

監督が,姉 妹 は神殿 にいると元気 にな

って全然違 うと言うほ ど,力 をいただ

ける所 とな りました。｢そ の肉体再新

さる｣(教 義 と聖約84:33)と 言 われ る

とお り,目 に見 える特別な経験 をさせ

ていただき,.神 の場所 との確信を強 く

しなが ら奉仕することがで きてい ます。

神 を思い,心 を主に近づ ける とき,

､先祖 たちの思いを知 ることができます。

その人 たちの系 図を見 つけ,100人 近

い人 の儀式 を受 けることがで きました。

その喜びの声が聞 こえて来 るかのよう

に感 じたのは,一 度 だけで はあ りませ

ん。その中には自分が忘れた り,で き

ない と思っていた人 たち もい まレた。

まだ問題が あって捜せずにいる人 も,

努 力すれば必ずで きると信 じています。

私たちが教会員 になることは先祖の大

きな願いであるような気が していま･す。

私が教会 に入 り,ま だ系図の ことな ど

何 も知 らない どきに,亡 くなった叔母

が夢 に現われ,｢あ.な たが教会 に入 っ

たので安心 してい るゴ と言 って去って

行ったことがあ りました。長い時間待

たせましたが,そ の叔母 の儀式 も済ま

せ ることがで きました。

神 の家 め清さを味わ うことがで き, .

こんなに清い所 に住 めるなら何 もい ら

ない,と 思 えるほど様々な体験 をし,

指 仰 による正 しい行 ないが どんなに大

･切かを教 えられ,た とえ十分 と思 える

ほどの働 きができていな くて も神 は愛

して くださ､り,み 手 の内に置 き,支 え

て くださるとわか りました。 この世 に

残 された日は長 くはな くても,よ り多

く神殿 に参入 し,主 のみ業 に働 きたい

ということが私の願 いです。そしてそ

れはみ こころのままになされるで しょ

う。
み もと

｢キ リス トの御許 に来 てキ リス トに

よって全 くなれ。｣(モ ロナイ10:32)

神殿 こそまさにその場所で あり,混 乱

の世.にあって も主に守 られ,人 々 を救

いに導 く所です。そのような場所で思

い を尽 くし精神 を尽 くして働 ける幸せ

に感謝 しています。

主はまさに生 きてお られ,私 たちの

願いを聞き,正 しきに導かれることを

心 か ら証 します。(や ま だ･と し

1921年 生 まれ)
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東京神殿完成の
思い出

横浜スチ｢キ 部横浜第2ワ ード部

柳田聡子

19撚 懸 穀 欝 是歪
にらやま

ちは傍豆 め韮山にいたので,沼 津支部

の人々 と共に出席 し,所 属 は名古屋伝

道部で した。網 曜戸の一般大会の とき,

キ ンボール犬管姦 は大 きな額を持って

来 られて皆にお見せ にな りながら,東

京神殿建築の予定を発表 され ました。

それ は美 しい神殿完成予想図でした。

はうと息 を飲 むような驚 きと,喜 びが.

盛 り上がって安息 日のお話 にはしない

はず の拍手が底か ら吹 き出したように

全館 に広がってい きました。 この拍手

は制せ られず,私 たちは心か らの歓喜

と感謝を込めて拍手 しました。あの感

激は忘れることができません。

1980年3月18日,当 時 の地区代表田

中健治長老か ら関東7ス テーキ部の扶

助協会が神殿 開館前 に大掃除をするよ

うに,ま た私が この7ス テーキ部をま

とめるように とのお話があ りました。

そのお掃除はシャンデリアを下 ろして

一つ一つ水晶を磨 き
,壁 も床 もいす も

すべてを美 しく磨 くとの ことでした。

私は早速各ステーキ部の扶助協会会長

に連絡 し,お 願い しました。毎 日午前

50人,午 後50人,延 べ400人 を動員 しな
ヒ

けれ ばな りまぜんでした。5月27日 に
ミノ

は当番申し込 みを集計 し整理で きまし

た。子育てに忙 しい姉妹 たちも助 け合

って交替で奉仕に参加す る申し込みが

多 く,い かに神殿 に対す る喜 びと期待

が大 きいかを痛感 しました。 田中長老

も清掃参加の姉妹 にあげましょうと美

しいカー ドを用意 して くださいました。

6月17日 ソル トレークか らマクフィ長

老が神殿の清掃指導 に来 られました。

翌 日か ら清掃 を始めることになってい .

ました。 ところが17日 火曜夜,建 設会
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輝かしい贈 り物

東京神殿宣教師

中村式子

京神殿の献堂式に出席させてい

東 ただいたのが,つ い数年前のよ
うで したのに,は や10周 年 を迎 えよう

としてい ます。

初代 の神殿長 をはじめ現在の神殿長

および姉妹 に心か ら感謝申しあげます。

また今 までに神殿宣教師 としてご奉仕

くださった(国 外を含めて)兄 弟姉妹,

また東京神殿が始 まってか ら現在 に至

り奉仕のみ業に携わって くださってい

ます兄弟姉妹 に心か ら感謝 します。職

員の兄弟姉妹のお働 きにも心か ら感謝

します。10周 年 を迎えるに当た り2年

前 より私も神殿宣教師に召されて奉仕

させていただいていますが,本 当に感

謝でいっぱいです。九州か ら神殿参入

のために来ていた ときには,儀 式を受

けることに一生懸命で,そ してまたそ

の喜びだけでいっぱいだったように思

います。それに加えて今は奉仕 に携わ

る側 としての喜びが加わ り神様 の愛が

もっともっと身近に感 じられるように

な りました。教義 と聖約の18章10節 に

｢汝 ら
,人 の値 は神の前 に大いなるこ
おぼ

とを憶 えよ｣と あります6ま た永遠 に

生きる祝福 も以前にまして大 きくなっ

てきました。神様のおっしゃることを
けんそん

兄弟姉妹の皆様 と共 に謙遜 に従順 に聞

き受 け,最 後 まで忍耐 してい くことの

大切 さをたびたび知 る時に,力 がみな

ぎり,心 は平安 と幸せで満 たされるの

です。両親 との結び固めを行なったか

わいらしい女の子の手紙には,こ の よ

うな言葉が記 されてい ました。｢兄 弟

姉妹,神 殿 でお世話にな りました。神

殿はきれいですね。姉妹たちは神殿 で

働いていることはすてきな ことです よ。

私は,将 来神殿で結婚 をしたい と思っ

ています。私はそう信じていますよ。

神殿 に行 ってよかったです。兄弟姉妹,

灘 魏
凱璽 欝ll　

神殿別館の中にあるアパートでくつろぐ神殿宣教師

体 に気をつ けて ください｣と 。神殿で

子供の控 え室 と結び固めのお部屋で過

ごした幼 な子 に主の愛が注がれみたま

に満た されたので しょう。 このように

幼な子からまた多 くの参入者か ら,美

し く,甘 く香 り高い,輝 かしい贈 り物

をいただ くのです。そして小 さか った

私は少 しずっ大 きい実 を実 らせていた

だいています。神殿 は主の宮居で,主

の愛で満たされています。主 に感謝 し

つ つ。(な かむ ら･の りこ1935年 生

まれ,鹿 児島地方部宮崎支部出身)

鎌
灘ほぞ
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奉仕の館
完成に近づ く所

馨鍵雛

東京神殿第一副神殿長

中村良昭

京神殿 は,昭 和55年10月27日,

東 キンボール大管長 によって献堂
されて,今 年で10周 年 を迎 えます。そ

れ までハワイへ行かねば神殿 の儀式を

受 けられなかった聖徒 にとって,東 京

で神殿の儀式が受 けられるということ

は,本 当に大 きな祝福です。東京神殿

が献堂 されて,日 本の末 日聖徒には新

たな時代が始 まりました。信仰の証 と

して,光 の源 として,自 分の救いのた

め,死 者 の救 いのため,神 殿に熱心 に

参入 して くださっています。儀式の数

は年々着実 に増加を続 け,.昨 年1年 間

に13万 件 以上の儀式が行 なわれました。

神殿 の歩 みを振 り返 るとき,こ の神殿

の業 を推 し進めて くださった歴代神殿

長,神 殿宣教師に心から感謝申しあげ

ます。それに加 えて,オ ーディナンス

ワーカー,神 殿職員,奉 仕 をして くだ

さった兄弟姉妹 の方々の労苦 と犠牲 に

も感謝申 しあげます。 また日本の各地

か ら,多 くの犠牲 を払 って神殿参入 し

て くださる忠実な会員の方々 にも,感

謝申 しあげます。多 くの方々が希望を

持 って神殿 に来 られ,喜 びを持って帰

られる姿を見 るとき,神 殿 の業のすば

らしさと,日 本 の末 日聖徒のたのもし

さを心 に強 く感 じるのです。

私 どもも夫婦で神殿宣教師 として奉

仕 に来て,早 くも2年 がたとうとして

います。 この間に,主 の宮居のすばら

しさ,夫 婦で奉仕す るすばらしさ,参

入 される方や奉仕される:方と交わる喜

び,日 本中の聖徒 と会える感激,神 殿

長か ら学ぶ ものな ど,多 くの証,知 識,

そ して祝福を受 けてきました。 その中

でふ たつのことをご紹介 したいと思い

ます。

第1は,神 殿 は奉仕の館だ とい うこ

とです。オーディナンスワーカーの兄

弟姉妹の多 くは,職 場か ら神殿 に直行

して奉仕 をして くださ り,夕 食 は夜11
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週行なっていた監督会な どの集会から

解放され,そ の空白になった時間を使`

って神様 のために奉仕 したい と思って

いた ところだったのです。

､毎週神殿参入 しようと決心 してか ら

4年 になります。群馬県赤城 山西麓か

ら片道約4時 間か けて東京神殿 に向か

うとき,私 の心中 は商売が繁盛す るよ

う,一 筋の望みをもって神殿参入する

こと度々です。

私は神様か ら多 くの恵み と施 しを受

けてお ります。東京での商売上 の取 り

引き先 も増 えてきました。 それにっれ

て,よ り良い条件で商売がで きるよう

になり,今 年の春,小 さいなが らも再

び前橋 に倉庫兼用店舗 を出す ことがで

きるようになりました。

現在,私 は神殿の奉仕の責任 をいた

だいております。週に1度,こ の世の

煩 いか ら離れ永遠 の行 く末 に思いをは

せるとき,心 の中に平安 と慰めが与え

られ,新 たな活力が体内にみなぎるの

を感 じます。 このとき私はイエス様 の

言われた｢す べて重荷 を負うて苦労 し

ている者 は,わ たしの もとにきなさい。

あなたが たを休 ませてあげよう｣(マ

タイ11:28)と い う聖句 を思 い出 しま

す。

神殿 の儀式の中で,先 祖 にかかわ る

主め遠大な ご計画 に参加で きることは

私に とって祝福です。 イエス様は私た

ちが救われるために私 たちの身代わ り

として十字架上で亡 くなられました。

私はイエス様の模範に従い,先 祖 の人

たちのために身代わ りとして奉仕 した

いと思います。そうすることによって

私自身の救いにあずかることができる

か らです。

人々 と愛をはぐくみ,夫 婦相和 し,

子供 たちを慈 しみ,主 の教 えを学 んで

主のみ もとに帰 ることがで きるように,

主 の戒めを守 り続 けたいと思い ます。

(まつざわ･と しゆき1953年 生 まれ,

高 等評議員)

死者の蹟いの業に

携わって

名古屋西ステーキ部福徳ワード部

高橋宏至

　

系鱒藻離羅墨ε
た。 その中で も特 に心に残っているこ

とがい くつかあります。

1983年 の夏,私 は母方 の系図探究の
い び

ために岐阜県揖斐郡東小島村を訪ねま

した。前日,祖 父の実家で教えてもら

った粟野姓を目当てに,村 はずれの墓

地へ入って行きました。墓地の中ほど

の場所で突然,私 は興奮に似た息苦し
どう き

さ と動悸 を覚 え,何 か大 きな見 えない

力に捕 らえられたように感 じました。

不思議なことがあるものだと感 じつつ,

墓石群 の名前 を見なが らさらに奥の方

へ入 って行 くと動悸 は元 に戻 りました。

そ して もうマ度その辺 りに近づ くと,

私 の体 は再び同 じ状態になるのです。

しか しこの村 は粟野姓 の人がほ とん

どらしく,ど の墓石 にも粟野 の文字が

刻まれ,ど れが私の直系 の先祖の もの

であるか見分 けがつきません。小学校

の校長をされていたやは り粟野 さん と

い う方の家を訪ね当て ると,幸 運にも

健在で,立 派 な過去帳か ら,十 世代 さ

かのぼる先祖 の名前 を教 えていただき

ました。後に案内された墓地 の場所 は

驚いたことに,先 程 の所 だったのです。

｢これは先祖 の墓
,こ ち らはさらにさ

かのぼった先祖の墓です｣と 示 された

のは,紛 れ もな くその場所で した。古

い先祖の墓 は5坪 ほどの広 さがあ り,

こけむした30余 りの石碑が所狭 しと並

んでいました。大勢 の先祖の霊が何か

を私 に語 りたかったので しょう。確か

に彼 らは当日,子 孫 の7系 列である私

が,何 のためにこの地 を訪れたのかを,

知 ってい ました。そしてそれを待って

いたのです。私の系図探求で十世代 さ

かのぼることがで きたところはほかに

はまだあ りません。

このような こともあ りました。1986

年 の ゴールデ ンウィークに,私 と息子
か ず お

の賀守男はステーキ部の青少年の神殿

聖徒の道/1990年Il月 号

12

訪問に参加 していました。確認 の責任

をいただいた私 は,バ プテスマフォン

ト脇 のいすに腰 かけて,大 勢の信仰あ

っい少年少女の,ほ ほえましい奉仕の

姿 を目にして平安 を感 じていました。

当日は確か3つ ほどのステーキ部か ら

の青少年で混雑 してお り職員の皆様 も

大そ うご苦労 されておられ ました。

やが て私 の息子の順番が来て,白 い

衣 に身 を包 んだ,小 柄 な我 が子がフォ

ン トに胸 まで浸っているのを目にして,

大 きな幸福感 を味わってい ました。そ

のときひとりの聞き覚 えのある方の名

前が読 み上 げられました。それ と同時

に,私 もその同 じ名前を証人席 で確認

して驚 きました。 この方 とは仕事 を通

して知 り合 い,十 何年 も親 しくしてい

ただ きました。けれ ども彼 は私が改宗

して しばらくして事故 に遭い,臨 終間

際 に病院のベ ッ ドの上 で神権の祝福を

授 けて見送 ったので した。自分自身の

系図 をひととお り提出 した私 は,奥 さ

んの了解 を得て彼 の実家の長崎の役場

から戸籍謄本 を取り寄せ,1年 以上前

に神殿 ファイル にして東京神殿 に送っ

てあ りました。なんという巡 り会わせ

でしょうか。当 日は5,60人 ほ どの青少

年が奉仕の業 に参加 していたと思い ま

すが,そ の方の身代わ りの儀式 の順番

が偶然にも愁窄ち親子に回ってくると

は。｢彼 がこの場に来てい るρ､このフォ

ントの近 くのどこかで私たちを見てい

る。｣こ の日私 は本当 に大 きな喜び を

味わ うことがで きました。神様は本当

に不思議な方法 で霊的な経験 を与 えて

くださることを証 します。福音 は真実

で神 殿 のみ業 も真 実 で す。(た か は

し･ひ ろ し1942年 生 まれ)
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んの喜びが得 られてらることを感謝 し

ています。10年 の間には系図を書 くの

が時々途切れることがあ りました。書

かない理由はいろいろあったのですが,

系 図を書かな くなると心 に平安が得 ら

れな くなるのをいつも感 じ,ま た書 き

始 めるのです。何度 も挫折 をしながら

でしたが今 まで続 けられたこと,今 は

喜びを持って書 くことがで きるように

なったこと,自 分の力ではどうす るこ

ともできないとき,神 様 の助けが あっ

たことを感謝 しています。最初 は苦痛

でも長 く続 けることによって,そ れ は'

喜 びにな り,祝福 になる ことを感 じる

ことがで きます。 この喜びを私だ けで

な く,ひ とりでも多 くの人 に味わ って

もらうようにする責任があると思いま

す。今 まで に神様 からた くさんの祝福

が与 え られてい ますので その祝福 を

人々にも分 け与 えたいと心か ら願って

い ます。(に しめ･よ うこ1944年 生

まれ,託 児教師)

ネ ー ム ズ･プ ロセ ッ

シ ン グ課 の紹 介

東京神殿ネームズ･プロセッシング課長

青柳弘一

ネ;銘 麗諮 ボ繍
の中の組織です。 ここでは神殿で死者

の儀式ができるように,各 地よ り送 ら

れて くる家族の記録(系 図)や,人 名抄

出の記録を検査 し,一 人一人の方につ

いて調べ,コ ンピュータに登録 して死

者の名前 を神殿 に送 っています。いわ

ば,神 殿の名前供給部門です。

この部門は東京神殿がオープ ンした

前年の1979年 に｢神 殿サービスセンタ

ー｣と して設立 され ましたが
,途 中か

ら名称が変わ り,1983年 に｢系 図サー

ビスセ ンター｣と な り,1988年 に現在

東京神殿での儀式数の増加
単位:千
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の｢神 殿 ネー ムズ･プ ロセ ッシ ング

課｣と なっています。なお,1989年 に,

｢家族歴史部｣が 改めて収書部門 を設

置 し,全 国の古い記録や古文書 を消失

しないようにマイクロフィルムに収め

る業務 をしています。

最近の系図の状況をお知 らせ します

と,先 ごろ,｢家 族 の記録(系 図)の 手引

き｣が 新 しくなって以前 より制約が少

な くな り,容 易に先祖 の名前 を提 出で

きるようにな りました。詳 しくは手引

きを学んでいただ き,不 明な点 はお問

い合わせ ください。希望 により,ス テ

ーキ部や地方部の｢神 殿,家 族の記録

ファイヤサイ ド｣に も出張 してお手伝

いすることもで きます。家族 の記録 を

提 出するに当たって新 しい用紙(縦 長)

を使用 していただけますように,ま た,

家族 ファイル と神殿 ファイルの どち ら

か を記入 していただきますが,家 族 フ

ァイル は短期間で処理する都合上,多

くの枚数が扱 えませんので,1回 の提

出枚数 を10枚 程度 に制限させていただ

いてお りますので,ご 理解 をお願いい

たします。

当初,名 前の検査処理をすべて手作

業で行 なっていた関係で,神 殿に送 る

数 も少 なかったのですが,コ ンピュー

タを導入 してか ら神殿参入者数を上回

るほど多 くの人名 を神殿に送れ るよう

にな りました。(グ ラフ参照)昨 年 は5

万人以上の名前を初めて送ることがで

き,今 年 は,そ れを上 回る数 になると

期待 してい ます。今 まで皆様か らた く

さんの家族の記録 を提出していただい

たおかげで(長 年にわたってひ とりで

数百枚,数 千枚の家族の記録 を提出し

て くださった多 くの方々もい ます)こ

の10年 間 に55万 人 もの死者の名前が提

出され,そ のうちの36万 人 もの方が東

京神殿 で身代わ りの儀式 を受けられ ま

した。 これは日本の聖徒の皆様の偉大

な業績であり,神 殿 系図 プログラム

に携わって くださった皆様 に心か ら敬

意を表 します。 この業は継続 してさら

に大 きな発展を遂げる必要が あ ります。

日本 で過去 に亡 くなった数億人 もの

人々や,毎 年 亡 くな る100万 人 近 い

人々の救いを考 えるとき,私 たちの働

きはまだ小 さ く,神 様の計画のほんの

入 り口にしか過 ぎません。 さらに多 く

の人々に福音 を伝 える とともに,す べ

ての家族が,自 分の直系4代 系図を早

く調べて提 出し,す べての会員がたび

たび神殿 に参入 して身代わりの儀式を

受けられ るようにしたい と思い ます。

主の再臨 を前にして,こ の業はもっと

.早 く進められなけれ ば,｢主 の来 る時,
すた

全地 は ことご とく荒れ廃れん｣(教 義

と聖約2:3)と 言 われているように

なるに違 いあ りませ ん。死者の方々の

ために働 けることは大 きな喜びであ り,

祝 福 です。伝道 を通 して感 じ られ る
い か

｢そ の悦 びは果 して如何 ばか りそや｣

(教義 と聖約18:16)と 同 じ喜びを先祖

の方々との間にも感 じられ,い かに亡

くなった方々が私たちの この働 きを待

ち望んでいるかが よくわか ります。私

たちの救いは先祖の救いな くして完成

され ません。東京神殿だ けでは儀式 を

こなしきれず,早 く日本の各地 に神殿

が建てられるようになることを心か ら

願 い,お 祈 りしてい ます。(あ おやぎ･

こういち1945年 生 まれ)
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'9月 に召された専任宣教師

136期 生 旧人
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滅媛融磯戯 叢
後列左か ら1-7,中 列 左か ら8-13,前 列 左か ら14-18

〈名 前〉 〈出身地〉
くろ ずみ なお こ

1.黒 住 尚 子 岡山S/岡 山W

2.マ リー･東 京南S/EngllshlstW

テ レサ･ロ ウ･シ ュー･チ ン
せ お とも え

3.背 尾 智 恵
かん だ り え こ

4.神 田理絵子
よ ぎ あけ み

5.與 儀 明 美
つる は ち よ こ

6.鶴 羽 千代子
かしわ ぎ み ほ

7.柏 木 美 保
いわ まつ りよう こ

B.岩 松 亮 子
なか まつ ひろ み

9.仲 松 裕 美
いわ した けい こ

10.岩 下 恵 子
やまぐち か よ こ

11.山 口佳代子
こん の か よ こ

12.紺 野 香代子
さか た こ

13.坂 田いさ子
なが の とも き

14.永 野 知 樹
なか の まさ し

15.中 野 正 嗣
たに ぐち まさ かず

16.谷 口 正 一
キム チエ ソノブ

17.金 載 変
まつ づか しゆういち

旧.松 塚 修 一

青森D/弘 前B

大阪北S/花 屋敷W

鹿児島口/川 内B

神戸S/西 宮W

町田S/厚 木B

東京東S/千 葉W

沖縄那覇S/菖 里W

新潟口/長 岡B

熊本口/諌 早B

東京北$/浦 和W

神戸S/加 古川W

名古屋西S/犬 山B

大阪北S/大 津W

札幌S/豊 平W

大邸S/慶 州B

秋田口/横 手B

Sス テ ー キ 部,D:地 方 部,W:ワ ー ド部,B.支 部

〈伝道地〉

名古屋伝道部

岡山伝道部

沖縄伝道部

岡山伝道部

名古屋伝道部

札幌伝道部

福岡伝道部

名古屋伝道部

福岡伝道部

札幌伝道部

名古屋伝道部

大阪伝道部

札幌伝道部

札幌伝道部

岡山伝道部

東京南伝道部

東京南伝道部

沖縄伝道部

聖徒 の道/1990年ll月 号

16

新役員の任命

1990年8月22日 か ら1990年9月20日

までに管理本部会員統計記録課 に通知

のあった役員の異動(敬 称略)

●札幌ステーキ部厚別 ワー ド部

新監督.大 田原勝幸

(前任者 藤田一男)

●札幌ステーキ部士別支部

新支部長:中 嶋孝一

(前任者:奥 田理)

●札幌ステーキ部札幌東 ワー ド部

新監督 曾河田勝夫

(前任者'丹 治雅彦)

新ユニ ット
★札 幌ステー キ部旭 川第1ワ ー ド部

(1990年7月1日 旭川 ワー ド部か ら名

称変更)監 督:佐 藤良三

★札幌 ステーキ部旭 川第2ワ ー ド部

(1990年7月1日 旭 川西 ワー ド部 と豊

岡支部が合併 して設立)監 督:菅 原誠一

皆さんの原稿を募集
しています

レローカルページでは皆さんの原稿 を

募集しています。改宗談や日々の生活

で得た証(仕 事 にかかわる証な ど),本

誌 を読 まれての感想文 などをお送 りく

ださい。

レワー ド部/支 部特集への投稿 を希望

される方は,編 集室へ直接お電話 くだ

さい。必要な資料 をお送 りいた します。

レ1991年2月 号掲載分の締切 は11月30

日で す。なお,投 稿の際,必 ず連絡先

(電話番号)と 教会 での責任(役 職名),

生 年 月 日を記入 して ください。お送 り

いただいた原稿 は一部手直 しさせてい

ただ くことがあ ります。また,掲 載 され

るまでには若干時間がかか る場合 もあ

りますのであらか じめご了承 ください。

レあて先:〒106東 京 都 港 区南麻 布

510-30末 日聖徒イエス･キ リス ト

教会｢聖 徒の道｣編 集室

$03(444)5264
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